
高
い
保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き
す
る

な
ど
大
問
題
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

東
京
都
広
域
連
合
議
会
で
、
十
一
月
に
決

め
ら
れ
ま
し
た
。
年
平
均
の
保
険
料
は
一

〇
万
二
千
九
〇
〇
円
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
か
ら
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
議
員
（
三
鷹
市
議
）
は
、

「
高
す
ぎ
る
保
険
料
を
も
っ
と
引
き
下
げ

る
べ
き
。
四
月
実
施
を
中
止
す
る
べ
き
」

と
唯
一
反
対
し
ま
し
た
が
、
他
の
議
員
が

賛
成
し
決
め
ら
れ
た
の
で
す
。
港
区
議
会

か
ら
は
、
自
民
党
の
鈴
木
た
け
し
議
員
が
、

広
域
連
合
議
員
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

発
言
も
せ
ず
賛
成
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
①
全
て
の
七
五
歳
以
上
の

一
人
一
人
か
ら
保
険
料
を
徴
収
。
月
一
万

五
千
円
以
上
の
年
金
の
人
は
介
護
保
険
料

と
合
わ
せ
天
引
き
。
②
こ
れ
ま
で
七
五
歳

以
上
の
人
に
は
、
保
険
証
取
り
上
げ
は
禁

止
さ
れ
て
い
た
が
、
保
険
料
を
滞
納
し
た

場
合
、
保
険
証
取
り
上
げ
。
③
保
険
が
き

く
医
療
の

ひ
と
月
あ

た
り
の
上

限
を
設
定

す
る
動
き

が
あ
る
こ

と
な
ど
、

多
く
の
問

題
点
が
あ
り
ま
す
。

港
区
議
会
に
は
、
こ
の
制
度
の
実
施
中
止
・

撤
回
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
は
実
施
中
止
と
と
も
に
、
七
〇
歳
か
ら

七
四
歳
の
窓
口
負
担
の
一
割
を
二
割
に
引
き

上
げ
を
中
止
す
る
こ
と
。
保
険
料
を
引
き
下

げ
る
た
め
に
も
国
の
負
担
を
増
や
す
こ
と
。

そ
の
た
め
に
国
に
対
し
て
意
見
書
提
出
を
求

め
た
も
の
で
す
。
区
民
文
教
常
任
委
員
会
で

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

党
区
議
は
、
高
い
保
険
料
な
ど
制
度
の
問

題
点
が
多
す
ぎ
て
、
二
三
区
区
長
会
も
保
険

料
引
き
下
げ
を
要
望
し
て
い
る
こ
と
、
広
域

連
合
議
会
も
低
所
得
者
対
策
を
石
原
知
事
に

求
め
て
い
る
こ
と
、
都
議
会
の
自
民
党
、
公

明
党
、
共
産
党
が
東
京
都
に
対
し
て
保
険
料

引
き
下
げ
な
ど
の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
港
区
議
会
で
も
意
見
書
を

出
す
の
は
当
然
と
主
張
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
公
明
党
（
達
下
ま
さ
子
議
員
）
、
民
主

党
（
杉
浦
の
り
お
議
員
）
は
「
ま
ず
制
度
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
」
と
請
願
不

採
択
を
主
張
。
自
民
党
（
鈴
木
た
け
し
議
員
）

は
「
意
見
書
を
出
す
必
要
は
無
い
」
と
言
い

切
り
請
願
を
否
決
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
問
題
点
が
多
す
ぎ
る
制
度

の
実
施
中
止
を
引
き
続
き
求
め
て
い
き
ま
す
。

い
の
く
ま
正
一
で
す

ま

さ

か

ず

日
本
共
産
党
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こんにちは いのくま正一です日本共産党

無料なんでも相談会 毎月 第３木曜日 １８時３０分～ 事前にご予約ください

７５歳以上だけを別の保険に
４月実施中止を求める請願否決＝自民・公明・民主・みらい

高
い
保
険
料
取
り
た
て

給
付
は
制
限

日
本
共
産
党
は
実
施
中
止
要
求

後期高齢者医療制度

１０万円超す平均保険料

都
・広
域
連
合
議
会
で
決
定

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は

区
民
の
請
願
を
否
決

制
度
ス
タ
ー
ト
が
重
要
（公
明
）

意
見
書
出
す
必
要
な
い
（自
民
）



日
本
共
産
党
区
議
団
が
提
案
し
た

石
油
価
格
高
騰
に
係
る
緊
急
対
策
を

求
め
る
意
見
書
が
、
港
区
議
会
一
二

月
七
日
の
本
会
議
で
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
は
、
「
灯
油
一
八
リ
ッ
ト

ル
あ
た
り
の
全
国
の
平
均
小
売
価
格

は
一
七
三
五
円
と
前
週
に
比
べ
一
〇

七
円
上
昇
」
し
、
「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ

ソ
リ
ン
の
一
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
の
同

価
格
も
一
五
四
・
九
円
と
一
週
間
で

四
・
八
円
上
昇
」
し
て
お
り
、
「
国

民
の
暮
ら
し
と
営
業
を
石
油
価
格
の

高
騰
が
襲
っ
て
」
い
る
こ
と
を
指
摘
。

ハ
ウ
ス
栽
培
農
家
、
漁
業
者
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
者
等
燃
料
油
を
使
う

事
業
者
な
ど
か
ら
「
こ
れ
で
は
経
営

が
た
ち
ゆ
か
な
い
」
と
、
悲
鳴
が
上

が
る
な
ど
国
民
生
活
に
も
重
大
な
影

響
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か

ら
厳
し
い
冬
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

暖
房
用
の
灯
油
が
生
活
必
需
品
と
な
っ

て
い
る
北
海
道
・
東
北
な
ど
の
地
域

で
は
、
灯
油
代
の
値
上
が
り
は
ま
さ

に
死
活
問
題
と
な
り
、
原
材
料
費
や

穀
物
価
格
の
高
騰
と
も
あ
い
ま
っ
て
、

パ
ン
・
即
席
麺
・
み
そ
・
ビ
ー
ル
・

豆
腐
な
ど
、
食
料
品
か
ら
日
常
生
活

用
品
に
い
た
る
ま
で
価
格
上
昇
を
招

き
、
こ
の
動
き
は
、
消
費
者
物
価
全

般
へ
波
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

意
見
書
は
、
「
政
府
が
迅
速
・
有

効
な
対
応
を
講
じ
て
い
な
い
こ
と
に

国
民
の
中
に
不
安
が
広
が
っ
て
お
り
、

政
府
に
対
し
、
厳
し
さ
の
増
す
国
民

の
暮
ら
し
と
営
業
を
守
り
、
消
費
者
、

地
方
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
石
油
製
品
や
食
料
品
・

日
用
品
な
ど
の
便
乗
値
上
げ
の
監
視

の
強
化
や
、
生
活
必
需
品
で
あ
る
灯

油
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
必
要
量
の
確
保

と
価
格
の
引
き
下
げ
な
ど
の
緊
急
対

策
を
講
じ
る
こ
と
」
を
強
く
求
め
て

い
ま
す
。

こんにちは いのくま正一です日本共産党

クリーニング屋さんの話
原油の高騰で影響はどうですか？

（店主）うちは石油製品がほと

んどですから、材料費が上がっ

て営業に直撃です。本当に大変

です。なんとかしてくれないと

困ります。

石油値上げ 「政府は緊急対策を」
日本共産党区議団が提案

港区議会で

意見書可決

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
者
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業

「
こ
れ
で
は
経
営
が
た
ち
ゆ
か
な
い
」
と
悲
鳴

パ
ン
・
即
席
麺
・
み
そ
・
ビ
ー
ル
・
豆
腐
・
・
・

食
料
品
、
日
常
生
活
品

軒
並
み
値
上
げ


